
■ 

委 

員 

長

　
　

 

三

　浦

　秀

　雄

■ 

副
委
員
長

　
　

 

伊

　藤

　岩

　夫

■ 

委

　
　員

　
　

 

村

　上

　
　
　亨

　
　
　
　
　

 

　
　

 

今

　野

　英

　元

　
　
　
　
　
　

 

　

 

佐
々
木

　隆

　一

　
　
　
　
　
　

 

　

 

三

　浦

　
　
　晃

　
　
　
　
　
　

 

　

 

高

　野

　吉

　孝

利本荘市には、たくさんの伝統行事がありま

す。私は、この市にある様々な伝統が、私た

ちが大人になっても消えてほしくありません。なぜ

なら、伝統行事に参加してこそ、地域との関係を築

き、活性化につながると思うからです。

　私たちの学校では、今年度、３年生が地域の梵

天祭りに自分たちで作った梵天を奉納しました。地

域の方に教わり、手伝ってもらうなど、たくさんの

ことを学んだようにうかがいました。このようにし

て、学校と地域が連携して、伝統を受け継ぎながら

継続していければと考えます。

　私は、この大好きな由利本荘市が、この先の未

来も、伝統行事を通して皆さんが笑顔になれるよ

う、一層地域に関心をもって暮らしていきたいと思

います。  ※この作文は中学２年生の時に書いたものです。

月１７日、ふるさと大好きミニライブin亀田城が

行われました。このライブでは、岩城小の子

どもたちが、地域に関わりのあることを発表します。

　３年生は「ふるさと岩城じまん」、４年生は｢民

話とわらべ唄」、ぼくたち５年生は、亀田の町並み

を案内するキッズ案内人となって、子どもフットパ

スを発表しました。たくさんの地域の方と触れ合う

ことができ、うれしかったです。

　今回は亀田城で行われましたが、ぼくたちいわ

きっ子は、松ヶ崎の文化祭に鼓笛隊として参加した

り、道川の洋上花火大会にポスターを描いて参加

したりして、ふるさとに関わる機会がたくさんあり

ます。そしてそのたびにふるさとが好きになります。

　今年もいろいろなことがありそうでとても楽し

みです。　※この作文は小学５年生の時に書いたものです。
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スポーツの力で

市民の元気と地域の活性化を！
本市は「スポーツ立市宣言」を目指します

No.44

2016
平成28年

5月1日号

N
o.44

2016.05.01

ふるさと大好き いわきっ子無くなることのない伝統

岩城小学校 ６年

いしやま あきひと

さん石山　暉人

大内中学校 ３年
（町内名  門前）（町内名  松山）

こすけがわ もえ

さん小助川　萌

ここが聞きたい
会派代表質問・一般質問に8人登壇

３月定例会 第１回 臨時会（３月）

目玉事業
平成28年度の主な事業

市民と語る会の日程
あなたのまちに議員が行きます

地方創生加速化交付金
交付金で三つの事業を実施

ま
ち
の

声
か
ら

　19
歳
で
商
売
を
始
め
て
23
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
ま
で

20
ヵ
国
を
旅
し
て
き
ま
し
た
。
旅
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
は
、「
笑
顔
に
は
国
境
が
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　自
分
が
由
利
本
荘
に
住
み
、
と
て
も
気
に
な

る
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
買
い
物
を
し
て

お
金
を
受
け
取
っ
た
時
、
ま
た
、
お
見
送
り
の

時
な
ど
、
お
店
の
方
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
口
で
は
言
う
も
の
の
、
視
線
は
別
の

方
向
を
見
て
い
る
の
を
時
折
目
の
当
た
り
に
し

ま
す
。
商
い
の
原
点
で
も
あ
る
「
あ
り
が
と
う
」

を
心
に
し
っ
か
り
届
け
る
こ
と
の
積
み
重
ね

が
、
経
済
を
大
き
く
動
か
す
原
動
力
だ
と
思
い

ま
す
。

　住
み
や
す
い
ま
ち
だ
と
体
感
し
て
い
る
の

で
、
一
人
一
人
が
意
識
を
高
め
て
い
け
ば
、
と

て
も
素
晴
ら
し
い
地
域
に
な
っ
て
い
く
と
常
々

思
っ
て
い
る
の
で
す
。

心
に
届
く  

あ
り
が
と
う し

ょ
う
こ

こ
ば
や
し

さ
ん

本
荘
地
域 

（
町
内
名  

薬
師
堂
）

小
林

　祥
子

高円宮杯Ｕ－１８サッカーリーグ２０１６

由利工業高校　－　秋田商業高校
４月９日　西目カントリーパークサッカー場 議

会
報
編
集
特
別
委
員
会

市議会からの
お願い

　市
議
会
で
は
、
飲
食
を
伴
う

会
合
に
は
案
内
状
に
会
費
を
明

記
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
申

し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
の
地
方
創
生
戦
略
に
基
づ
い
た

本
市
の
総
合
戦
略
、
実
行
年
度
で
あ

る
本
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
が
、

市
の
不
手
際
に
よ
る
事
件
が
相
次
ぎ
、

行
政
改
革
の
ホ
シ
と
も
い
わ
れ
る
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
１
件
来
年

度
に
先
送
り
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
大
事
業
も
小
さ
な
事
か
ら
瓦
解

し
、
多
く
の
市
民
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て
、
日
々
の
公
務
に
邁
進

す
る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
す
。

　
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
的
は
、
本
市
の

自
立
し
た
力
強
い
活
力
を
醸
成
さ
せ
、

希
望
溢
れ
る
地
域
社
会
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
そ
の
達
成
の
た
め
、

知
恵
を
絞
り
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
伊
藤
岩
夫
）

が  

か
い

発
行

／
由

利
本

荘
市

議
会

編
集

／
議

会
報

編
集

特
別

委
員

会

〒
015

-8
5
01

  秋
田

県
由

利
本

荘
市

尾
崎

17
番

地

電
話

／
018

4
-24

-6
3
8
6
　

FA
X

／
018

4
-27-179

3
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  http://w

w
w

.city.yu
rihonjo.a

kita
.jp

由
利
本
荘
市
議
会

検
 索

平成28年5月1日発行
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○
副
市
長

新
任

　阿
部
太
津
夫

　氏
（
葛

　
　法
）

あ  

べ  

た 

つ 

お

○
人
権
擁
護
委
員

再
任

　熊
谷

　宣
子

　氏
（
岩
城
滝
俣
）

新
任

　小
野
崎
亮
子

　氏
（

　 館 

　）

新
任

　新
田

　宗
由

　氏
（
鳥
海
町
下
直
根
）

○
小
友
財
産
区
管
理
委
員
の
補
欠
の
委
員

　
　
　大
場

　敏
宏

　氏
（
万
願
寺
）

く
ま
が
い  

　の
ぶ 

こ

お  

の 

ざ
き
り
ょ
う
こ

に
っ
た

　
　む
ね
よ
し

お
お
ば

　
　と
し
ひ
ろ

人 

事 

案 

件

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
17
日
か
ら
3
月
17
日
ま

で
、
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
、
新
年
度
に
向
け
て
、
長
谷
部
市
長
が

施
政
方
針
、
佐
々
田
教
育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

　
市
提
出
案
件
は
、
85
件
で
、
人
事
案
件
、
条
例

関
係
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一

般
・
特
別
・
公
営
企
業
会
計
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
、
同
意
、
可
決
し
た
ほ
か
、
継
続

審
査
中
の
も
の
を
含
む
請
願
1
件
、
陳
情
6
件
の

う
ち
２
件
を
趣
旨
採
択
、
２
件
を
不
採
択
、
1
件

を
み
な
し
不
採
択
、
2
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
発
案
の
政
治
倫
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
お
よ
び
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◇
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●

総
合
防
災
公
園
管
理
運
営
準
備
事
務
局
を
設
置

し
次
の
業
務
を
行
う
も
の
。

⑴
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
の
管
理
運
営
に
向
け

た
準
備
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
ア
リ
ー
ナ
な
ど
へ
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
全
国
大
会
な
ど

の
誘
致
に
関
す
る
こ
と
。

⑶
健
康
の
駅
設
置
の
た
め
の
関
連
事
業
の
推
進
に

関
す
る
こ
と
。

●

保
育
園
民
営
化
・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
遊
び

推
進
事
務
局
を
設
置
し
次
の
業
務
を
行
う
も
の
。

⑴
公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
た
準
備
に
関
す

る
こ
と
。

◆
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

実
現
を
初
め
、最
低
賃
金
の
改

善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
陳
情
　（
陳
情
第
２
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員
　
泉
谷
み
ど
り

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　
星
野
博
之

◆
労
働
時
間
と
解
雇
の
規
制
強

化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
陳
情（
陳
情
第
３
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員
　
泉
谷
み
ど
り

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　
星
野
博
之

趣

旨

採

択

◆
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し

ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、
そ

の
危
険
性
や
予
後
の
相
談
の

で
き
る
窓
口
な
ど
の
設
置
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情
（
陳
情
第
１
号
）

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会

代
表
　
藤
本
久
美
子

◆
平
和
安
全
保
障
関
連
法
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提

不

採

択

◆
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関

連
法
を
廃
止
す
る
よ
う
関

係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
陳
情
第
16
号
）

秋
田
県
平
和
委
員
会

代
表
理
事
　
川
野
辺
英
昭

み
な
し
不
採
択

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

（
平
成
27
年
請
願
第
３
号
）

紹
介
議
員
　
今
野
　
英
元

紹
介
議
員
　
佐
々
木
隆
一

農
民
運
動
秋
田
県
連
合
会

委
員
長
　
鈴
木
万
喜
夫

◆
必
要
な
医
療
・
介
護
が
受
け

ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年

金
制
度
な
ど
社
会
保
障
の
充

実
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
平
成
27
年
陳
情
第
13
号
）

秋
田
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長
　
渡
辺
淳

継

続

審

査

○：賛成　×：反対
議案の表決結果一覧表

※議案第６６号：平成２８年度一般会計予算

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しております。ほかは全て全会一致で可決されました。

※鈴木和夫議長は採決に加わりません。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党

請
願
・
陳
情
結
果

３月定例会３月定例会

手ごたえのある 政策実行を！手ごたえのある 政策実行を！
新創造ビジョンで人口減少に歯止めをかける新創造ビジョンで人口減少に歯止めをかける

出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
陳
情
第
４
号
）

秋
田
・
戦
争
を
さ
せ
な
い

1
0
0
0
人
委
員
会

代
表
　
山
縣
稔

公
明
党

社
民
党

共
産
党

無
所
属

表
決
数 議 

決 

結 

果

可　決

不採択

不採択

高　志　会市　民　創　風
会派・
議員名

議案

議案第６６号

陳情第１号

陳情第４号

無
所
属

鈴
木

　和
夫

村
上

　
　亨

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

三
浦

　秀
雄

髙
橋

　和
子

湊

　
　貴
信

梶
原

　良
平

土
田
与
七
郎

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

高
橋

　信
雄

佐
藤

　賢
一

伊
藤

　順
男

大
関

　嘉
一

渡
部

　
　功

井
島
市
太
郎

佐
々
木
慶
治

高
野

　吉
孝

吉
田

　朋
子

三
浦

　
　晃

佐
藤

　
　徹

渡
部

　専
一

佐
藤

　譲
司

佐
藤

　
　勇

賛

　成

反

　対

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ２４ １

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

主
な
条
例
関
係

⑵
地
域
資
源
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
遊
び
創
出
に

関
す
る
こ
と
。

◇
ガ
ス
供
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○

平
成
24
年
、
平
成
26
年
、
平
成
28
年
と
段
階
的

に
実
施
す
る
計
画
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
」
の
導
入
に
よ
る
上
乗
せ
税
率
分
を
市

ガ
ス
料
金
の
単
価
に
転
嫁
す
る
も
の
で
す
。

※
1
㎥
当
た
り
0
．
1
9
5
円
の
値
上
げ
と
な
り

ま
す
。
（
5
月
検
針
分
か
ら
）

◇
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
支
給
条
例

○

犯
罪
行
為
に
よ
り
傷
害
を
受
け
た
市
民
、
ま
た

は
不
慮
に
死
を
遂
げ
た
市
民
の
遺
族
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
給
し
、
そ
の
生
活
の
安
定
と
精
神

的
被
害
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

⑴
遺
族
見
舞
金
　
30
万
円

⑵
傷
害
見
舞
金
　
10
万
円

「市民と語る会」
初
議会報告会 を開催！！

市民にわかりやすく・開かれた議会を目指し

第１班

● 本　荘（市民交流学習センター）

5月24日（火）18時～

5月24日（火）13時30分～

5月  9日（月）18時～

5月14日（土）10時～

5月28日（土）13時30分～

● 矢　島（日新館）

5月26日（木）18時～

第２ 班

● 本　荘（アクアパル）

5月24日（火）18時30分～

● 東由利（有鄰館）

第 ３ 班

● 大　内（大内農村環境改善センター）

5月10日（火）18時～

● 鳥　海（紫水館）

第 ４ 班

● 岩　城（岩城会館）

5月26日（木）10時～

● 由　利（善隣館）

第 ５ 班

● 本　荘（職業訓練センター）

5月28日（土）18時～

● 西　目（シーガル）

村上　亨
〈班長〉

佐々木慶治 高橋信雄

市民交流学習センター 行き　　日新館 行き

梶原良平 佐藤　徹

伊藤岩夫
〈班長〉

佐藤　勇 伊藤順男

アクアパル 行き　　有鄰館 行き

佐藤譲司 土田与七郎

今野英元
〈班長〉

大関嘉一 三浦　晃

大内農村環境改善センター 行き　　紫水館 行き

三浦秀雄 佐藤賢一

湊　貴信
〈班長〉

渡部　功 長沼久利

職業訓練センター 行き　　シーガル 行き

渡部専一 髙橋和子

渡部聖一
〈班長〉

井島市太郎 吉田朋子

岩城会館 行き　　善隣館 行き

高野吉孝 佐々木隆一

　議員が皆さんの地域に直接出向き、議会活動と市政に関する情報を提供するとともに市政に対するご意見などを

お聴きするものです。下記のご都合のつく会場へお気軽にお越しください。

２号車

３号車

４号車

５号車

１号車
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文化交流館「カダーレ」について
宮城県利府町／茨城県ひたちなか市

大分県佐伯市

平成２７年度の行政視察の受け入れ状況をお知らせします

学力向上の取り組みについて
山形県新庄市／福島県西郷村

愛知県幸田町／大阪府守口市

和歌山県日高川町／岡山県備前市

地域おこし協力隊について
岩手県八幡平市

消防庁舎建設について
山形県酒田地区広域行政組合

新創造ビジョンの策定について
ふるさと納税について
長崎県長崎市

小さな拠点づくりについて
（道の駅・鳥海郷）
北海道登別市

ようこそ由利本荘市へ

　毎年、全国各地の議会から、本市の行政の取り組み状況や関連施設について

視察の方々が訪れます。

　学力全国トップクラスに位置している小・中学校の学力状況や本市のシンボルの

一つである文化交流館「カダーレ」をはじめ、本市の特色ある取り組みが

注目されています。

　来訪自治体、視察目的は次のとおりです。

４月１日付の人事異動に伴い、次のメンバーで
新体制がスタートしました。よろしくお願いします。

事務局長　鈴　木　順　孝

参事兼次長　鎌　田　直　人

庶務班長　髙　橋　清　樹

主査　渡　邊　美　和

主査　古　戸　利　幸

議事調査班長　小　松　和　美

主査　佐々木　健　児

議会事務局議会事務局議会事務局 委員会条例の一部改正により、４月１日から
常任委員会の所管事項が次のようになりました。

【総 務 常 任 委 員 会】 総務部、企画調整部、総合防災公園管理運営準備事務局、

 出納室、議会事務局、選挙管理委員会事務局、

 監査委員事務局、消防本部

【教育民生常任委員会】 市民生活部、健康福祉部、保育園民営化・

 地域資源を活用した遊び推進事務局、

 教育委員会事務局

【産業経済常任委員会】 農林水産部、商工観光部、

 由利本荘まるごと営業本部、農業委員会事務局

【建 設 常 任 委 員 会】 建設部、ガス水道局

全国高速自動車道市議会協議会

鈴木議長が
　 副会長就任

鈴木議長が
　 副会長就任

　「全国高速自動車道市議会協議会」の定期総会が２月１０日、東京

都内で開催され、鈴木和夫市議会議長が副会長に選任されました。

　この協議会は、全国３１５市で構成され、高速自動車道の建設促進

や共通する諸課題の解決を目的に活動しているものです。

　副会長の任期は２年ですが、これを機会に、日本海沿岸東北自動

道の早期全線開通にいっそう拍車がかかることが期待されます。

１３自治体１０１人が来訪

就任の挨拶をする鈴木議長

○
副
市
長

新
任

　阿
部
太
津
夫

　氏
（
葛

　
　法
）

あ  

べ  

た 

つ 

お

○
人
権
擁
護
委
員

再
任

　熊
谷

　宣
子

　氏
（
岩
城
滝
俣
）

新
任

　小
野
崎
亮
子

　氏
（

　 館 

　）

新
任

　新
田

　宗
由

　氏
（
鳥
海
町
下
直
根
）

○
小
友
財
産
区
管
理
委
員
の
補
欠
の
委
員

　
　
　大
場

　敏
宏

　氏
（
万
願
寺
）

く
ま
が
い  

　の
ぶ 

こ

お  

の 

ざ
き
り
ょ
う
こ

に
っ
た

　
　む
ね
よ
し

お
お
ば

　
　と
し
ひ
ろ

人 

事 

案 

件

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
17
日
か
ら
3
月
17
日
ま

で
、
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
、
新
年
度
に
向
け
て
、
長
谷
部
市
長
が

施
政
方
針
、
佐
々
田
教
育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

　
市
提
出
案
件
は
、
85
件
で
、
人
事
案
件
、
条
例

関
係
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一

般
・
特
別
・
公
営
企
業
会
計
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
、
同
意
、
可
決
し
た
ほ
か
、
継
続

審
査
中
の
も
の
を
含
む
請
願
1
件
、
陳
情
6
件
の

う
ち
２
件
を
趣
旨
採
択
、
２
件
を
不
採
択
、
1
件

を
み
な
し
不
採
択
、
2
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
発
案
の
政
治
倫
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
お
よ
び
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◇
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●

総
合
防
災
公
園
管
理
運
営
準
備
事
務
局
を
設
置

し
次
の
業
務
を
行
う
も
の
。

⑴
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
の
管
理
運
営
に
向
け

た
準
備
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
ア
リ
ー
ナ
な
ど
へ
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
全
国
大
会
な
ど

の
誘
致
に
関
す
る
こ
と
。

⑶
健
康
の
駅
設
置
の
た
め
の
関
連
事
業
の
推
進
に

関
す
る
こ
と
。

●

保
育
園
民
営
化
・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
遊
び

推
進
事
務
局
を
設
置
し
次
の
業
務
を
行
う
も
の
。

⑴
公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
た
準
備
に
関
す

る
こ
と
。

◆
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

実
現
を
初
め
、最
低
賃
金
の
改

善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
陳
情
　（
陳
情
第
２
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員
　
泉
谷
み
ど
り

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　
星
野
博
之

◆
労
働
時
間
と
解
雇
の
規
制
強

化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
陳
情（
陳
情
第
３
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員
　
泉
谷
み
ど
り

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　
星
野
博
之

趣

旨

採

択

◆
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し

ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、
そ

の
危
険
性
や
予
後
の
相
談
の

で
き
る
窓
口
な
ど
の
設
置
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情
（
陳
情
第
１
号
）

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会

代
表
　
藤
本
久
美
子

◆
平
和
安
全
保
障
関
連
法
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提

不

採

択

◆
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関

連
法
を
廃
止
す
る
よ
う
関

係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
陳
情
第
16
号
）

秋
田
県
平
和
委
員
会

代
表
理
事
　
川
野
辺
英
昭

み
な
し
不
採
択

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

（
平
成
27
年
請
願
第
３
号
）

紹
介
議
員
　
今
野
　
英
元

紹
介
議
員
　
佐
々
木
隆
一

農
民
運
動
秋
田
県
連
合
会

委
員
長
　
鈴
木
万
喜
夫

◆
必
要
な
医
療
・
介
護
が
受
け

ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年

金
制
度
な
ど
社
会
保
障
の
充

実
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
平
成
27
年
陳
情
第
13
号
）

秋
田
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長
　
渡
辺
淳

継

続

審

査

○：賛成　×：反対
議案の表決結果一覧表

※議案第６６号：平成２８年度一般会計予算

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しております。ほかは全て全会一致で可決されました。

※鈴木和夫議長は採決に加わりません。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党

請
願
・
陳
情
結
果

３月定例会３月定例会

手ごたえのある 政策実行を！手ごたえのある 政策実行を！
新創造ビジョンで人口減少に歯止めをかける新創造ビジョンで人口減少に歯止めをかける

出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
陳
情
第
４
号
）

秋
田
・
戦
争
を
さ
せ
な
い

1
0
0
0
人
委
員
会

代
表
　
山
縣
稔

公
明
党

社
民
党

共
産
党

無
所
属

表
決
数 議 

決 

結 

果

可　決

不採択

不採択

高　志　会市　民　創　風
会派・
議員名

議案

議案第６６号

陳情第１号

陳情第４号

無
所
属

鈴
木

　和
夫

村
上

　
　亨

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

三
浦

　秀
雄

髙
橋

　和
子

湊

　
　貴
信

梶
原

　良
平

土
田
与
七
郎

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

高
橋

　信
雄

佐
藤

　賢
一

伊
藤

　順
男

大
関

　嘉
一

渡
部

　
　功

井
島
市
太
郎

佐
々
木
慶
治

高
野

　吉
孝

吉
田

　朋
子

三
浦

　
　晃

佐
藤

　
　徹

渡
部

　専
一

佐
藤

　譲
司

佐
藤

　
　勇

賛

　成

反

　対

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ２４ １

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

主
な
条
例
関
係

⑵
地
域
資
源
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
遊
び
創
出
に

関
す
る
こ
と
。

◇
ガ
ス
供
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○

平
成
24
年
、
平
成
26
年
、
平
成
28
年
と
段
階
的

に
実
施
す
る
計
画
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
」
の
導
入
に
よ
る
上
乗
せ
税
率
分
を
市

ガ
ス
料
金
の
単
価
に
転
嫁
す
る
も
の
で
す
。

※
1
㎥
当
た
り
0
．
1
9
5
円
の
値
上
げ
と
な
り

ま
す
。
（
5
月
検
針
分
か
ら
）

◇
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
支
給
条
例

○

犯
罪
行
為
に
よ
り
傷
害
を
受
け
た
市
民
、
ま
た

は
不
慮
に
死
を
遂
げ
た
市
民
の
遺
族
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
給
し
、
そ
の
生
活
の
安
定
と
精
神

的
被
害
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

⑴
遺
族
見
舞
金
　
30
万
円

⑵
傷
害
見
舞
金
　
10
万
円



年金生活者等
支援臨時福祉給付金給付事業

まるごと売り込み事業

福祉医療費支給事業

由利牛振興対策事業

平成2８年度
一般会計予算総額

にかほ市・酒田市・遊佐町との広域連携による、

ジオパーク構想の推進

本年８月完成に向け建設が進んでいる

仮庁舎建設工事と現庁舎一部解体工事等

現分署脇に新分署が建設される

新分署の実施設計と地質調査

鳥海山・飛島ジオパーク構想事業

１１７７万円
由利総合支所改築事業

5億4245万円

大内総合支所改築事業
1億8610万円

西目分署消防庁舎建設事業
1億9728万円

大内分署消防庁舎建設事業
767万円

平成２８年度文化交流館の指定管理料

乳幼児～中学校３年生医療費の全額助成

人材確保や新たな仕事づくりに向け
た地域資源の掘り起こしと雇用創
造協議会運営支援

経営発展を加速化するための活動経費を支援

秋田由利牛ブランド確立のための支援 パークゴルフ場１８ホール増設整備工事

年金も含めた所得全体の底上げを図る

カダーレ指定管理委託料

１億７千万円

個人番号カードを活用し、全国のコンビニで住民

票などの諸証明を交付する

コンビニ交付サービス事業

2180万円

7億264万円

子育て支援金支給事業

出生率の向上と子育ての支援として第２子１０万

円、第３子以降２０万円を支給する

1千万円

3102万円

雇用の創造事業
5907万円 429万円

八塩いこいの森
パークゴルフ場整備事業

9427万円

農業経営発展加速化支援事業
4665万円

3億1048万円

首都圏への売り込みなどにより市産品のブラ

ンド化、定番商品化を図る
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年金生活者等
支援臨時福祉給付金給士事業

まるごと売り込み事業

福祉医療費支給事業

由利牛振興対策事業

平成2８年度
一般会計予算総額

にかほ市・酒田市・遊佐町との広域連携による、

ジオパーク構想の推進

本年８月完成に向け建設が進んでいる

仮庁舎建設工事と現庁舎一部解体工事等

現分署脇に新分署が建設される

新分署の実施設計と地質調査

鳥海山・飛島ジオパーク構想事業

１１７７万円
由利総合支所改築事業

5億4245万円

大内総合支所改築事業
1億8610万円

西目分署消防庁舎建設事業
1億9728万円

大内分署消防庁舎建設事業
767万円

平成２８年度文化交流館の指定管理料

乳幼児～中学校３年生医療費の全額助成

人材確保や新たな仕事づくりに向け
た地域資源の掘り起こしと雇用創
造協議会運営支援

経営発展を加速化するための活動経費を支援

秋田由利牛ブランド確立のための支援 パークゴルフ場１８ホール増設整備工事

年金も含めた所得全体の底上げを図る

カダーレ指定管理委託料

１億７千万円

個人番号カードを活用し、全国のコンビニで住民

票などの諸証明を交付する

コンビニ交付サービス事業

2180万円

7億264万円

子育て支援金支給事業

出生率の向上と子育ての支援として第２子１０万

円、第３子以降２０万円を支給する

1千万円

3102万円

雇用の創造事業
5907万円 429万円

八塩いこいの森
パークゴルフ場整備事業

9427万円

農業経営発展加速化支援事業
4665万円

3億1048万円

首都圏への売り込みなどにより市産品のブラ

ンド化、定番商品化を図る
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